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メダカの仲間たち

― ゲノム再編と種分化研究のモデルー

メ ダ カ (0平iasね中eS)の 含 ま

れ るメダカ属 はアジア固有 の属

で あ り、 現 在 19種 ほ どが 報 告

され てい る。 メダカ属 が含 まれ

る Adrianichthys科 に は そ の ほ

か に Horalchttys,Adrianchl」2ys,

Xenopοedusの 3属 が含 まれてい

る。 これ らの種は淡水か ら海水 ま

で様々な環境に適応 しているととも

に、生殖様式や性決定等それぞれ異

なった生活様式を発達させている。

メダカ属魚類をもちいた種分化・

進化研究は核型分析を用いて開始

されたが、現在ではミトコンドリア

DNA配列による分子系統学的研究も

すすみ、その系統関係もほぼ明らか

となっている。これらの解析からメ

ダカとその仲間は大きく3つのグル

ープ (両腕型、単腕型、染色体融合

型)に分かれることが示された。メ

ダカはそのなかでも両腕型グループ

に属する。このグループにはハイナ

ンメダカ、ルソンメダカ、メコンメ

ダカの3種も含まれる。メダカの最

も近縁な姉妹群はハイナンメダカと

ルソンメダカである。ハイナンメダ

カとルソンメダカは形態的にも、遺

伝子配列からもはっきりと区別する

ことができる別種であるが、種間交

配が可能であり、戻し交配もできる。

これを用いて、我々と新潟大学のグ

ループは、ハイナン/ルソンメダカ
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の遺伝子地図の作成をおこなってい

る。この研究からルソンメダカの性

染色体がメダカとは異なることが示

唆されるなど、いくつかの興味深い

結果をすでに得ている。染色体融合

グループはスラベシ島 (イ ンドネシ

ア)の 4つの湖を中心に分布してい

る。A(澄arli山 崚
"属

,XenOpο ecilus

属 も同じ湖に分布 してお り、スラ

ベシ島はAdrianichthys科 の種分化

を考える上で最 も重要な地域であ

る。Xenopοecilus srasinοrum(図

1)は産卵後、孵化まで雌が腹部に

卵を付着させ保護するという特異な

生殖様式をとる。これは卵胎生と卵

生の中間的段階を想像させる。一方、

イン ド南部に分布するIIoraicfl崚

"setrlaゴ (図 2)の雄は卵胎生魚類の

雄が持つ gonOpodiumと いう体内受

精をおこなう器官を持つにもかかわ

らず、雌は産卵をおこない、いわゆ

る卵胎生の生殖様式をとらない。メ

ダカ属魚類は一般には淡水性であ

り、基本的には淡水で発生が進行す

る。しかし単腕型グループに属する

ジャワメダカでは海水中で受精がお

こなわれ、海水中で発生がすすむ。

成熟個体もマングローブ林をすみか

にしており、その生態はまさに海産

魚である。

メダカでは現在、高密度遺伝子地

図、BACラ イブラリーの作成等、実

図 1. Xenopο eciltls saras」 1lοFtlln

験基盤整備が進み、数年内には完全

なゲノムシークエンスも発表されよ

うとしている。これらの研究により

メダカの生物学は新たな局面を迎え

る。そのなかで比較ゲノムに基づく

ゲノム再編、種分化機構の分子レベ

ルの理解は重要な研究分野の一つに

なると考えられる。メダカでは遺伝

子導入技術や突然変異誘発など実験

的手法も充実しており、比較ゲノム

によって明らかになった遺伝子レベ

ルの変化を実験的に確かめることも

可能である。比較ゲノムと実験生物

学的手法を組み合わせた新たな展開

が期待される。
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図2.H∝aJ“Ⅲ

"semai「
メダカの生

物学と品種J(佑学社)よ り

本連載は今回で終了します。生物

科学専攻で扱っている、ちょっと変

わった生き物を紹介 していただきま

した。執筆者の皆様、ご協力ありが

とうございました。
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